
FS Confidential

2024年8月6日（火）

バイオものづくりフォーラム設立準備勉強会
 「バイオものづくりの社会実装支援サービスを提供する機関の紹介」 第2回

(株)ファーメンステーションの
発酵アップサイクル技術と協業事例について
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(株) ファーメンステーション

微生物による未利用資源のアップサイクルを行うバイオものづくり企業です
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本日のアジェンダ

1.  ファーメンステーションとその取組み

2.  発酵アップサイクルによるバイオものづくりのソリューション

3. 協業事例について >> アルコール飲料への採用事例

4.  新サービスのご案内  >> メタボローム解析データ販売

◼ 前半 15分

◼ 後半   10分
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１．ファーメンステーションとその取り組み
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会社概要

原料製造拠点（自社製造工場）

本社 ・ 研究所

経済産業省 アルコール事業法
アルコール製造販売事業者 （東京・岩手）

東京都墨田区

岩手県奥州市

設立

2009年7月7日

許認可
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パーパス

未
利
用
資
源

機
能
素
材
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未利用資源としての食品廃棄物

食料の １/４ ※１食品廃棄物

全体の ８～１０％  ※２
食品廃棄物による

温室効果ガス

※１ 平成２６年農林水産省資料
※２ 国際環境計画推計値
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食品廃棄物の再生利用の現状

製造工程食品残渣

規格外製品

例）柑橘の皮

例）傷入り飴

事業系食品廃棄物の再生利用率 ＝ ７９％ （内訳：９３％が肥料・飼料）

ニーズ 高付加価値な利用用途への転換
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発酵アップサイクル ３つの特長

未利用バイオマス

発酵由来成分
(ターゲット成分A、各種代謝
産物、タンパク、アミノ酸、ビ
タミン、など)

菌体由来成分
（脂質、など）

発酵アップサイクル素材

ターゲット成分A

✓ 非遺伝子組み換え微生物
✓ 食経験
✓ 種類×組合せ×順番

発酵アップサイクル技術

りんご搾り粕

規格外農産物

工程内不良品

規格外ごはん

大豆搾油粕

米（休耕田）

他、多数 種類

存
在
量

※イメージ

✓ 100種類以上の経験
✓ 食品製造原料としての扱い
✓ 広いネットワーク

原料由来成分
(ポリフェノール、特長成分、
など)

• ラクトン
• バニリン
• エタノール
• グリコシルセラミド
• エステル

など

✓ 機能性のターゲット成分A
✓ 複合的な機能性素材
✓ 発酵食品素材

特長 特長 特長

多様な原料 方向づけ 目的の素材
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直近の資金調達

2024年1月30日
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直近の受賞歴

グランプリ受賞

◼ 受賞理由

「サステナブルで社会的インパクトも大きく、幅広い連携によりスケールする可能性のある事業
内容であった」と、グローバルの投資家等で構成される審査員にグローバルに通用するポテン
シャルを持つ事業性と社会性を高く評価いただき、最優秀賞を獲得することができました。
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経営チーム

代表取締役 酒井里奈

取締役COO 北畠勝太

CTO 杉本利和

富士銀行、ドイツ証券などに勤務。発酵技術に興味を持ち、東京農業大学応用生物科学部醸造科学科に入学、09年3月卒業。

同年、㈱ファーメンステーション設立。研究テーマは地産地消型エタノール製造、未利用資源の有効活用技術の開発。好きな微

生物は麹菌。好きな発酵飲料はビール。東京都出身、ICU卒業。

アクセンチュア株式会社、株式会社ICMGにてコンサルティングを経験後、エムスリー株式会社で製薬企業向けデータ事業の事

業責任者として事業開発全般に従事。その後、株式会社ニューロスペースにて取締役COOとして経営業務全般を担い、2021年

より株式会社ファーメンステーションに参画し取締役COO。大阪府立大学工学部卒

九州大学農学研究科を1996年に修了後、協和発酵、アサヒグループ各社（アサヒビール、ニッカウヰスキーなど）にて、基礎研

究、生産技術開発、および新規事業開発に至る幅広いR&D業務に従事。麹菌の新規な液体培養技術に関する研究で第21回生

物工学技術賞を受賞、2012年に東京大学より農学博士号を授与。2022年よりファーメンステーションに参画。鹿児島県出身。
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2．発酵アップサイクルによるバイオものづくりのソリューション

13



FS Confidential

発酵アップサイクルに求める 企業ニーズ

サステナビリティ推進のために、
自社工場から大量に発生する食品残渣を
削減したい！

これまで自社で〇〇の機能性素材開発を
行ってきたが、うまくいっていない ・ ・
これまでにない開発のソリューションが欲しい！

自社製品に使用する高付加価値の素材に
アップサイクルしたい！

A社 様

B社 様

C社 様

残渣

新規素材

開発手段
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ケイパビリティ その１

◼ 課題事例

最適なバイオマスの特定やその資化のノウハウが社内に不足し
ていて、社内に向けてテーマ提案が難しい  ・・

✓ 100種類以上の未利用資源を扱ってきた豊富な実績
✓ 素材特性に合わせた酵素配合ノウハウの蓄積
✓ 食品製造原料としての取り扱いのノウハウ
✓ 未利用資源調達先との広いネットワーク

解決
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ケイパビリティ その２

◼ 課題事例

研究開発の先に事業化を考えたとき、自社単独だとケイパビリ
ティが不足していて、事業化までの見通しが難しい  ・・

✓ 素材開発から初期製造、事業化まで一気通貫
✓ 原料受託製造、商品開発、OMEなど、顧客にあわせたご提案
✓ 豊富な商品化実績

解決
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ケイパビリティ その３

◼ 課題事例

自社工場で発生する残渣をアップサイクルしたいのだが、
競争力がある素材のアイデアと開発力が自社に不足している、、

✓ 豊富な経験と付加価値素材の幅広い提案力

✓ 発酵アップサイクルの事業化実績から得た市場ニーズ理解
✓ 化粧品・食品・飲料用途に適した微生物ライブラリーと開発力

解決

主原料

加工原料

食品添加物

農畜産品

香料

色素

香味調味料
（コク、油脂）

従来

代替肉・代替乳などの
技術開発が伸長

保存料

サステナブルな
風味改良技術は
開発途上

香料 コク感

油脂 保存料

発酵アップサイクル素材

色素

フードテック
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石油を原料とする素材の代替

バニリン
• 用途: 香料
• 市場規模: 10億 USD
• 原料:  大半が石油

ラクトン
• 用途: 香料
• 市場規模: 数百万 USD
• 原料:  大半が石油
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◼ 発酵アップサイクル素材で取り組む素材事例
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発酵アップサイクル素材

・りんご酸（食品、化粧品）
・クエン酸（食品）

・グルタチオン（食品、化粧品）

・γ-ラクトン（香料、食品）
・δｰラクトン（香料、食品）

■有機酸

・バニリン（香料、食品）

・グルコシルセラミド（化粧品、食品）

■環状エステル

■ペプチド ■芳香族アルデヒド

■スフィンゴ脂質■油脂

・トリグリセリド（食品、化粧品）

■アルコール

・エタノール（食品、化粧品）
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発酵アップサイクル素材 開発事例

コク感、脂肪感、肉のフレーバー 

市販乳製品と当社コメ発酵アップサイクル素材のフレーバー成分比較

✓ 非遺伝子組み換えの微生物を用いた発酵プロセス
✓ 様々な植物性の未利用バイオマスを原料に生産可能

プラントベース食品向け風味改良材

コメ発酵アップ

サイクル素材

コメ発酵アップ

サイクル素材

コメ発酵アップサイクル素材
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ロードマップ 共同開発

Phase 1.1

PoC
3 ～ 6か月

Phase 1.2
最適化

1年～

Phase 2
パイロット製造

6か月 ～

Phase 3

受託製造

酵素選定 / 微生物選定 / 発酵試験

パ ー ト ナ ー 企 業 様

開発内容
契約条件

内容協議

ニーズ
原料情報 原料提供 / 素材評価

評価用
素材提供

対価

Phase 3

ライセンス契約

対価

商品試作 商品化

開発費 開発費 

ご提案 評価用
素材提供

素材納品
権利導出素材納品

製造 / 品質管理 / 出荷

情報提供 

※ 上記） 開発した素材の扱い → FSが権利を保有し、非独占で実施許諾する場合 
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3．協業事例について
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アップサイクル素材の商品化実績

食品・飲料市場本格参入の第一弾 ×

2024年7月1日 PR

搾汁後の柑橘果皮

３％低アルコールでも飲み
ごたえ感

複雑な香り

口に含んだ瞬間から感じる
厚みを達成
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アップサイクル素材の商品化実績
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アップサイクル素材の商品化実績

×オリジナルヘアケア原料共同開発事例

発酵
アップサイクル

桜樹木発酵エキス2024年
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4．新サービスのご案内

26



FS Confidential

メタボロームデータ販売サービスの開始

食品残渣
（10種）

菌種（8種）
Ctrl.（2種）

× ＝

発酵素材
（100種）

• 測定対象 （1,100成分）
• 機能性成分 （約50成分）

×
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メタボロームデータ販売サービスの開始

未
処
理

酵
素
処
理

酵
母A

酵
母B

酵
母C

酵
母D

乳
酸
菌A

乳
酸
菌B

乳
酸
菌C

麹
菌A

コムギ

コムギふすま

おから

ブドウ

ニンジン

タマネギ

緑茶

コーヒー

カツオ

コンブ

成分A

※イメージです

◼ ファーメンステーションの発酵アップサイクル技術が入ったメタボロームデータ

※ 特許出願予定のデータも含まれます

「未利用資源 × 発酵」 で得ることができる素材の価値と多様性

ご提供価値
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メタボロームデータ販売サービスの開始

■ 対象 菌種の比較に着目するお客様向け

■ 製品特長
４つに食品残渣を分類し、グループ別に販売致します （4製品）
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穀物系

コムギ コムギふすま おから

A-1
セット

果実野菜系

ブドウ ニンジン タマネギ

A-2
セット

飲料系

緑茶 コーヒー

A-3
セット

出汁系

カツオ コンブ

A-4
セット

×

×

×

×
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メタボロームデータ販売サービスの開始

■ 対象 食品残渣の比較に着目するお客様向け

■ 製品特長
微生物の種類別に、10種の食品残渣に関する製品を販売致します （3製品）
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酵母

乳酸菌

1種

1種

麹菌 1種

Ctrl. 2種

B-1
セット

B-2
セット

B-3
セット

B-1, B-2, B-3セットに含まれます

×

×

×
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メタボロームデータ販売サービスの開始

お見積をご依頼のお客様へ 無償提供予定

110成分の絶対定量データ
未分解（コントロール）、酵素処理の2つのサンプル

ヒートマップ
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製品発売と出展イベントのご案内

※ 製品価格、詳細については下記までお問合せ下さい

bd@fermenstation.jp

◼製品販売

• 発酵アップサイクル素材のメタボローム解析データ  
2024年8月末予定

◼出展イベント

• Japan Open Innovation Fes 2024（赤坂） 2024年9月13日
• Bio Japan 2024（横浜） 2024年10月9-11日

お問合せ先 ： 事業開発  隠岐
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